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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
屋根材に取り付けられる屋根上設置物用取り付け金具であって、
固定部材に係止金具を組み合わせて成っており、
固定部材は、
屋根材に締め付けボルトで締め付けられることで取り付けられ、
上面に取り付けボルトによって屋根上設置物が固定され、
係止金具には、
凹設部が形成されており、
該凹設部は、
長辺がボルトの頭部やナットの対角距離より長く、短辺がそれらの二面幅よりも長く対角
距離よりも短い略長方形の穴を形成するように平面を裏面側に折り曲げて形成された壁部
分と、
該壁部分を対向する方向に折り曲げて形成された当接部分とから成っており、
前記平面から当接部分の表面側までがボルトの頭部やナットの高さと同じか、それらより
も浅く凹設されており、
前記当接部分の端縁間にはボルトのねじ部を通すことができる間隔があいており、
凹設部にはボルトの頭部又はナットがはめられており、
係止金具が、
前記凹設部の表面側を、
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固定部材の上面の裏面側に組み合わせて係止されていることを特徴とする屋根上設置物用
取り付け金具。
【請求項２】
屋根材に取り付けられる屋根上設置物用取り付け金具であって、
固定部材に係止金具を組み合わせて成っており、
固定部材は、
屋根材に締め付けボルトで締め付けられることで取り付けられ、
上面に取り付けボルトによって屋根上設置物が固定され、
係止金具には、
凹設部が形成されており、
該凹設部は、
長辺がボルトの頭部やナットの対角距離より長く、短辺がそれらの二面幅よりも長く対角
距離よりも短い略長方形の穴を形成するように平面を裏面側に折り曲げて形成された壁部
分と、
該壁部分を対向する方向に折り曲げて形成された当接部分とから成っており、
前記平面から当接部分の表面側までがボルトの頭部やナットの高さと同じか、それらより
も浅く凹設されており、
前記当接部分の端縁間にはボルトのねじ部を通すことができる間隔があいており、
凹設部にはボルトの頭部又はナットがはめられており、
係止金具が、
前記凹設部の表面側を、
固定部材の側面の裏面側に組み合わせて係止されていることを特徴とする屋根上設置物用
取り付け金具。
【請求項３】
屋根材に取り付けられる屋根上設置物用取り付け金具であって、
固定部材に係止金具を組み合わせて成っており、
固定部材は、
屋根材に締め付けボルトで締め付けられることで取り付けられ、
上面に取り付けボルトによって屋根上設置物が固定され、
係止金具には、
凹設部が形成されており、
該凹設部は、
長辺がボルトの頭部やナットの対角距離より長く、短辺がそれらの二面幅よりも長く対角
距離よりも短い略長方形の穴を形成するように平面を裏面側に折り曲げて形成された壁部
分と、
該壁部分を対向する方向に折り曲げて形成された当接部分とから成っており、
前記平面から当接部分の表面側までがボルトの頭部やナットの高さと同じか、それらより
も浅く凹設されており、
前記当接部分の端縁間にはボルトのねじ部を通すことができる間隔があいており、
凹設部にはボルトの頭部又はナットがはめられており、
係止金具が、
前記凹設部の表面側を、
固定部材の上面及び側面の裏面側に組み合わせて係止されていることを特徴とする屋根上
設置物用取り付け金具。
【請求項４】
請求項３記載の屋根上設置物用取り付け金具において、
係止金具が略Ｌ字状であることを特徴とする屋根上設置物用取り付け金具。
【請求項５】
請求項１から請求項４記載の屋根上設置物用取り付け金具において、
固定部材と係止金具とに形成された係止手段によって係止されていることを特徴とする屋
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根上設置物用取り付け金具。
【請求項６】
請求項１から請求項４記載の屋根上設置物用取り付け金具において、
固定部材と係止金具とが止着具を介して係止されていることを特徴とする屋根上設置物用
取り付け金具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、屋根の上に、太陽電池モジュールや緑化パネル等の屋根上設置物を取り付ける
ための取り付け金具に関するものである。
　折板屋根の馳部や、縦葺き屋根及び横葺き屋根の連結箇所などに取り付け金具を取り付
け、その取り付け金具を介して、屋根上設置物を取り付けることができるものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、横葺き屋根の場合、屋根材の連結箇所に固定部材を挟み付けて固定する。固定部
材の上面には取り付けボルトが突設されている。固定部材の上面に屋根上設置物を載せ、
取り付けボルトとナットで締め付けて固定していた。
　また、出願人は、特開２００７－２９１７０３号公報において、屋根材が金属瓦である
場合の取り付け金具を開示している。その取り付け金具も、金属瓦に取り付けられた固定
部材の上面に屋根上設置物を載せ、取り付けボルトを介して固定するものである。
【０００３】
　続いて、図７より、折板屋根に取り付ける場合の従来技術について説明する。これは特
許第３９２７４７９号公報に示されている取り付け金具Ｂである。
　この取り付け金具Ｂは、上面Ｂ１の左右両端が下方に折曲されて、向かい合う二枚の立
面Ｂ２・Ｂ２が形成され、その立面Ｂ２・Ｂ２には、屋根材の馳部にはめることができる
凸部Ｂ３・Ｂ３が形成されている。そして、その凸部Ｂ３・Ｂ３と相対する側に締め付け
ボルト４が設けられている。
　上面Ｂ１に、屋根上設置物を取り付けるための取り付けボルト３が突設されている実施
例が、その図８に開示されている。
【０００４】
　図８に示した取り付け金具Ｃは、特開２００９－２８７３３４号公報に示されているも
のである。
　上面Ｃ１には取り付けボルト３が突設されていて、「この金具本体下部の左右両側部に
、折板屋根の馳部を挟持する挟持部を左右対向状態に設けると共に、この各挟持部間に締
付ボルトを架設してこの締付ボルトを締付回動若しくはこの締付ボルトに螺着したナット
を締付回動して各挟持部間を幅狭くすることで、各挟持部の対向間隔を狭めて前記ハゼ部
を締付挟持して固定し得るように構成した」ものである。
　そして、この取り付け金具Ｃには、工夫点が開示されている。それは、取り付けボルト
３を交換可能にし、取り付けボルト３の頭部を回り止め状態に支持する係止金具２’を用
いたことである。さらに、取り付けボルト３が締め付けボルト４に接触して落下を阻止す
る、と、記載されている。
【０００５】
　図９に示した取り付け金具Ｄは、特開２００９－２８１１１４号公報に示されているも
のである。その取り付け金具Ｄは、「一対の挟着体」を有しており、「該挟着体相互を連
結し挟着体」を馳部に固定する締め付けボルト４と、支持溝Ｄ３から上方に突出するよう
に各挟着体Ｄ１・Ｄ２に固定された取り付けボルト３とから成っている。
　一対の挟着体Ｄ１・Ｄ２相互を挟着することで取り付けボルト３を保持するため、挟着
を解除することによって取り付けボルト３を交換することができる。
　また、挟着体Ｄ１・Ｄ２を組み合わせたときに形成される支持溝Ｄ３によって取り付け
ボルト３の頭部が収納される。このため、支持溝Ｄ３が取り付けボルト３の頭部の回り止
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めになるし、支持溝Ｄ３によって取り付けボルト３の頭部を保持することもできる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第３９２７４７９号公報
【特許文献２】特開２００９－２８７３３４号公報
【特許文献３】特開２００９－２８１１１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来の横葺き屋根や金属瓦への屋根上設置物の取り付けは、固定部材の上面に屋根上設
置物を載せ、上面に突設されている取り付けボルトをナットで締め付けることで行われて
いた。
　しかし、取り付けボルトは、溶接やカシメによって、交換不能に取り付けられているこ
とが多かった。
【０００８】
　図７に示した取り付け金具Ｂも、取り付けボルト３が溶接またはカシメにより取り付け
られている。比較的短い取り付けボルト３が上面Ｂ１に取り付けられていた場合、取り付
けボルト３の長さが足りずに、屋根上設置物を取り付けられない場合があった。太陽電池
モジュールや緑化パネルといった屋根上設置物は高さがさまざまであり、各種屋根上設置
物への対応ができなかった。
【０００９】
　図８に示したものは、取り付けボルト３が交換可能であるが、締め付けボルト４によっ
て落下が阻止される仕組みである。このため、締め付けボルト４が無い場合には、取り付
けボルト３が落下してしまう。
　また、締め付けボルト４によって、係止金具２’も固定されている。しかも、締め付け
ボルト４は「ハゼ部を締付挟持する」ものでもあるため、必要なものである。
　しかし、締め付けボルト４は、回り止めのために角根ボルトを用いている。この角根ボ
ルトは、特開２００７－２９７８６０号によれば、「流通頻度が低く、通常ボルトほどの
規格サイズも無く、コストも割高である。」
【００１０】
　図９に示した取り付け金具Ｄは、挟着体Ｄ１・Ｄ２の天板を重合して取り付け金具Ｄを
成すため、Ｕ字ボルトまたは２本のボルトを必要とする大きな金具になり、製作コストが
高いものとなっていた。
　また、左右の挟着体Ｄ１・Ｄ２を挟着することで取り付けボルト３を保持するため、馳
部の形状によっては挟着がしっかりできず重合が不十分になる場合があった。このような
状態で取り付けボルト３が持ち上げられるような力が加わった場合、取り付けボルト３が
容易に抜けてしまっていた。
【００１１】
　本願は、屋根上設置物の固定具である取り付けボルトやナットが容易に交換可能となる
取り付け金具を提供することを目的とする。
　また、屋根上設置物を取り付けるための固定具または屋根材に締め付けるための固定具
が回り止めされる取り付け金具、もしくは両方の固定具が回り止めされる取り付け金具を
提供することを目的とする。
　さらに、屋根上設置物を取り付けるための固定具、あるいは屋根材に締め付けるための
固定具を保持できる取り付け金具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　請求項１記載の取り付け金具は、屋根材に取り付けられる屋根上設置物用取り付け金具
であって、固定部材に係止金具を組み合わせて成っている。
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　固定部材は、屋根材に応じた形状になっている。屋根材に取り付ける部位と、屋根上設
置物を取り付ける面とを有している。
　係止金具には、凹設部が形成されており、該凹設部は、固定具を回り止め状態に保持す
る形状に凹設されている。つまり、凹設部は、固定具を保持することができる深さと幅と
を有しているということである。また、固定具を回り止め状態にできる深さと幅でもある
。
　凹設部には固定具がはめられている。固定具は、取り付けボルトやナットを指す。
　このような係止金具が、凹設部の開口部を表面側にして、固定部材の上面の裏面側に組
み合わせて係止されていることを特徴とする屋根上設置物用取り付け金具である。
　請求項１の係止金具の凹設部は、たとえば、上面と側面を有していて、上面から凹設さ
れた上面凹設部である。あるいは、略四角形の金属板から凹設された凹設部でもよい。
【００１３】
　請求項２記載の取り付け金具は、請求項１記載の係止金具が固定金具の上面の裏面側に
組み合わせて係止されているのに対し、凹設部の開口部を表面側にして、固定部材の側面
の裏面側に組み合わせて係止されていることを特徴とする屋根上設置物用取り付け金具で
ある。
　請求項２の係止金具の凹設部は、たとえば、上面と側面を有していて、側面から凹設さ
れた側面凹設部である。あるいは、略四角形の金属板から凹設された凹設部でもよい。
【００１４】
　請求項３記載の取り付け金具は、凹設部の開口部を表面側にして、固定部材の上面及び
側面の裏面側に組み合わせて係止されていることを特徴とする屋根上設置物用取り付け金
具である。
　係止金具は、上面の裏面側に係止されるものと、側面の裏面側に係止されるものが別体
であってもいいし、１つの係止金具に複数の凹設部を形成してもよい。
【００１５】
　請求項４記載の取り付け金具は、請求項３記載の屋根上設置物用取り付け金具において
、係止金具が略Ｌ字状であることを特徴とする屋根上設置物用取り付け金具である。
　係止金具の略Ｌ字状のそれぞれの面に凹設部が形成されており、それぞれの凹設部の開
口部を表面側にして、固定部材の上面及び側面の裏面側に組み合わせて係止されている。
【００１６】
　請求項５記載の取り付け金具は、請求項１から請求項４記載の屋根上設置物用取り付け
金具において、固定部材と係止金具とに形成された係止手段によって係止されていること
を特徴とする屋根上設置物用取り付け金具である。
【００１７】
　請求項６記載の取り付け金具は、請求項１から請求項４記載の屋根上設置物用取り付け
金具において、固定部材と係止金具とが止着具を介して係止されていることを特徴とする
屋根上設置物用取り付け金具である。
　請求項１から請求項６のいずれかの取り付け金具の固定部材を、屋根材に取り付ける。
そして、固定部材に太陽電池モジュールや緑化用パネルを載せ、固定具で固定する。
【発明の効果】
【００１８】
　請求項１記載の取り付け金具によれば、固定具を回り止め状態に保持する凹設部によっ
て、設置物を固定するための固定具を回り止め状態にできる。従って、固定具が空回りす
るのを防ぐことができる。
　また、それと同時に固定具を保持することもできる。このため、取り付けボルトを交換
する際に、係止金具の凹設部に取り付けボルトの頭部をはめ、固定部材の裏面側に係止さ
せればよいので、作業性がよい。固定具をナットに交換する場合にも、係止金具の凹設部
にナットをはめて固定部材の裏面側に係止させればよいので、容易に交換できる。
【００１９】
　請求項２記載の取り付け金具によれば、固定具を回り止め状態に保持する凹設部によっ
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て、屋根材に締め付けるための締め付けボルト用ナットを回り止め状態にできる。また、
それと同時にナットを保持することもできる。
　凹設部に固定具であるナットをはめておくことで、締め付けボルトで締め付けたときに
、空回りするのを防ぐ。
　請求項１も請求項２も、固定具が、ねじ切りの少ないタップに組み合わせられた場合に
比べて、固定具の取り付け強度を向上させることができる。また、溶接やカシメによって
固定具を保持する場合に比べて、低コストで保持ができる。
【００２０】
　請求項３記載の取り付け金具によれば、まず、固定部材の上面の裏面側に組み合わせて
係止された係止金具の凹設部によって、屋根上設置物を固定するための固定具を保持する
ことができる。このため、取り付けボルトを交換したいとき、係止金具を固定部材から外
し、凹設部に取り付けボルトの頭部をはめて再び係止させることで、交換作業が容易にで
きる。
　また、取り付けボルトに代えて、ナットに交換したいときにも、ナットが凹設部に保持
されるので、容易に交換することができる。
　しかも、凹設部によって保持された固定具は、回り止め状態となっているので、屋根上
設置物を強固に固定することができる。
　さらに、固定部材の側面の裏面側に組み合わせて係止された係止金具の凹設部によって
、屋根材に締め付けるための固定具を保持することができる。凹設部にナットを保持し、
外側から締め付けボルトを締め付けることで、締め付けボルト用ナットの空回りを防ぎ、
屋根材に確実に締め付けることができる。
【００２１】
　請求項４記載の取り付け金具は、略Ｌ字状の係止金具のそれぞれの面に凹設部が形成さ
れている。１つの係止金具で請求項３の効果を発揮できるので、請求項３の効果に加えて
、係止金具の着脱がいっそうしやすい取り付け金具を提供することができる。
【００２２】
　請求項５記載の取り付け金具は、固定部材と係止金具とに形成された係止手段によって
、固定部材に係止金具が係止されている。このため、請求項１から請求項４記載の屋根上
設置物用取り付け金具の効果に加えて、止着具を介することなく、固定部材に係止金具を
係止することができるという効果がある。
【００２３】
　請求項６記載の取り付け金具は、固定部材と係止金具とが止着具を介して係止されてい
る。このため、請求項１から請求項４記載の屋根上設置物用取り付け金具の効果に加えて
、固定部材と係止金具とに加工を施さなくても、汎用性の高い止着具で係止できるという
効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】（ア）（イ）（ウ）（エ）は、本願の屋根上設置物用取り付け金具Ａを構成する
係止金具２の実施例の説明図である。
【図２】本願の屋根上設置物用取り付け金具Ａを横葺きの屋根材６に取り付けた状態を示
す説明図である。
【図３】（ア）（イ）は、本願の屋根上設置物用取り付け金具Ａを構成する係止金具２の
他の実施例の説明図である。
【図４】（ア）（イ）は、本願の屋根上設置物用取り付け金具Ａを構成する固定部材であ
る馳金具１の実施例の説明図である。
【図５】本願の屋根上設置物用取り付け金具Ａの実施例を示す説明図であり、断面図であ
る。
【図６】本願の屋根上設置物用取り付け金具Ａを屋根材６の馳部６ａに取り付けた状態を
示す説明図である。
【図７】従来技術の説明図である。
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【図８】従来技術の説明図である。
【図９】従来技術の説明図である。
【実施例】
【００２５】
　まず、図１（ア）から（エ）により、本願の取り付け金具を構成する係止金具２の実施
例について説明する。
　このうち（ア）（イ）は、取り付け金具Ａを構成する固定部材の上面の裏面側に係止さ
れる係止金具２の実施例である。
　（ア）の係止金具２は、上面２１と側面２４とを有している。上面２１には、固定具で
ある取り付けボルトの頭部を保持することができる上面凹設部２５が凹設されている。本
実施例の場合には、上面凹設部２５は、上面側は略長方形の穴となっており、長辺が取り
付けボルトの頭部の対角距離より長く、短辺が頭部の二面幅よりも長く対角距離よりも短
くなっている。そして、取り付けボルトの頭部を保持することができる保持部とを有して
いる。
【００２６】
　その保持部とは、上面２１を折り下げてから対向する方向に折り曲げた略Ｌ字状の面を
有している。略Ｌ字状の二面は、上面２１から切り起こして形成されている。上面２１を
折り下げて形成された壁部分２５ａ・２５ａと、壁部分２５ａ・２５ａを折り曲げて、間
隔をあけて対向させた当接部分２５ｂ・２５ｂとから成っている。
　これらの当接部分２５ｂ・２５ｂに取り付けボルトの頭部やナットが載り、壁部分２５
ａ・２５ａによって左右方向のズレ止めが成される。
　上面凹設部２５の深さは、上面２１から当接部分２５ｂ・２５ｂの表面側までが、取り
付けボルトの頭部の高さと同じか、頭部の高さよりも浅く設定されている。
　つまり、略長方形の穴と取り付けボルトの頭部の保持部とから成る上面凹設部２５を形
成するために、上面２１から切り離された、対向する切り口によって、取り付けボルトの
頭部の回転を止めることができる。
　本実施例の場合には、当接部分２５ｂ・２５ｂの端縁と端縁との間は、上方から取り付
けボルトを通した場合に、ねじ部を通すことができる間隔があいている。
　側面２４には、固定部材に止着具で固定するための穴があけられている。
【００２７】
　（イ）の係止金具２は、上面２１の端縁の中央部分を突出させた突出部２２を有してい
る。そして、（ア）の係止金具２の穴の代わりに、側面２４に第二突出部２３・２３を形
成している。突出部２２と第二突出部２３・２３とを、固定部材の切り欠き部にはめるこ
とで、係止金具２を固定部材に係止する。
　（ア）（イ）の係止金具２は、上面凹設部２５に取り付けボルトやナットといった固定
具がはめられて、固定部材に係止される。
　このとき、屋根材に取り付けられる固定部材の上面の裏面側に、開口部を表面側にして
組み合わせて係止される。これにより、上面凹設部２５にはめられた固定具を保持するこ
とができ、回り止め状態にすることもできる。
【００２８】
　（ウ）（エ）は、取り付け金具Ａを構成する固定部材の側面の裏面側に係止される係止
金具２の実施例である。
　（ウ）の係止金具２は、平面２７から凹設された凹設部２ａを有している。この凹設部
２ａに固定具が保持される。
　平面２７には、固定部材に係止するための止着具を通す穴があいている。
　本実施例の場合には、凹設部２ａは、表面側は略長方形の穴となっており、長辺が固定
具であるボルトの頭部やナットの対角距離より長く、短辺がそれらの二面幅よりも長く対
角距離よりも短い。
【００２９】
　さらに凹設部２ａは、平面２７を切り起こして裏面側に折り曲げてから、さらに対向す
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る方向に折り曲げた略Ｌ字状の面を有している。略Ｌ字状の二面は、平面２７を裏面側に
折り曲げて形成された壁部分２ａ１・２ａ１と、壁部分２ａ１・２ａ１を折り曲げて、間
隔をあけて対向させた当接部分２ａ２・２ａ２とから成っている。対向する当接部分２ａ
２・２ａ２の端縁間は、ボルトのねじ部を通すことができる間隔があけられている。
　凹設部２ａの深さは、平面２７から当接部分２ａ２・２ａ２までが、ボルトの頭部やナ
ットの厚さ（高さ）と同じか、それらの厚さよりも浅く設定されている。
　そして、平面２７から切り離して壁部分２ａ１・２ａ１を設けるときに形成された、対
向する切り口によって、固定具が回転を止められる。
【００３０】
　（エ）の係止金具２は、平面２７の端縁の中央部分を突出させた突出部２２を有してい
る。そして、（ウ）の係止金具２の穴の代わりに、平面２７に第二突出部２３・２３を形
成している。突出部２２と第二突出部２３・２３とを、固定部材の切り欠き部にはめるこ
とで、係止金具２を固定部材に係止する。
　（ウ）（エ）の係止金具２は、凹設部２ａに固定具がはめられて、固定部材に係止され
る。
　（ウ）（エ）の係止金具２は、固定部材の上面の裏面側に、開口部を表面側にして組み
合わせて係止させることもできる。（ウ）（エ）の凹設部２ａは、上面から凹設された上
面凹設部とも、側面から凹設された側面凹設部とも言える。
　これまで述べた通り、係止金具２の形状は、凹設部を１つ有していればよい。上面から
凹設された上面凹設部でも、側面から凹設された側面凹設部でもよい。平面から凹設され
た凹設部を上面凹設部としたり側面凹設部としたりしてもよい。
　いずれの場合にも、凹設部は、固定具を回り止め状態に保持する形状に凹設されていれ
ばよい。
【００３１】
　図２は、図１（ア）に示した構成の係止金具２を固定部材Ａ１に組み合わせた取り付け
金具Ａを、横葺きの屋根材６に取り付けた状態を示す説明図である。
　この取り付け金具Ａは、屋根材６に挟み込んで取り付けるための固定部材Ａ１と、固定
部材Ａ１の上面１１の裏面側に係止された係止金具２とを有している。
　上面凹設部２５の開口部を、固定部材Ａ１の上面１１の裏面側にし、止着具Ｅを用いて
、固定部材Ａ１に係止させている。
　本実施例の場合には、固定具である取り付けボルト３を回り止め状態に保持する上面凹
設部２５によって、屋根上設置物を固定するための取り付けボルト３の頭部を回り止め状
態にできる。従って、取り付けボルト３が空回りするのを防ぐことができる。
　また、それと同時に取り付けボルト３を保持することもできる。このため、取り付けボ
ルト３を交換する際に、係止金具２の上面凹設部２５に取り付けボルト３の頭部をはめた
まま外し、再びはめて固定部材Ａ１の上面の裏面側に係止させればよいので、一連の交換
作業がスムーズにできる。
　取り付けボルト３をナットに交換する場合にも、係止金具２の上面凹設部２５にナット
をはめて固定部材Ａ１の上面１１の裏面側に再び係止させればよいので、容易に交換でき
る。
【００３２】
　さらに、特開２００７－２９１７０３号公報に示したような金属瓦用の取り付け金具に
、図１（ア）の係止金具２を取り付けることもできる。
　また、（ウ）を折板用の固定部材の上面の裏面側に組み合わせ、（エ）を側面の裏面側
に組み合わせることもできる。
　さらに、（ア）から（エ）の係止金具２は、各種屋根材に兼用して組み合わせることも
できる。
【００３３】
　続いて図３から図６により、取り付け金具Ａの他の実施例について説明する。
　図３（ア）（イ）は取り付け金具Ａを構成する係止金具２の他の実施例の説明図であり
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、図４（ア）（イ）は固定部材が馳金具１である場合の実施例の説明図である。図５は、
図３の係止金具２を図４の馳金具１に組み合わせた取り付け金具Ａを示す説明図であり、
断面図である。図６は、図５に示した取り付け金具Ａを、屋根材６の馳部６ａに取り付け
た状態を示す説明図である。
【００３４】
　本実施例の取り付け金具Ａは、固定部材である馳金具１に係止金具２を組み合わせて成
っている。まず、馳金具１について説明する。この馳金具１は、略箱形をしており、上面
１１と三方の側面を有している。
　三方の側面のうち、相対する二枚の側面は立面１２・１２となっており、立面１２・１
２をくり抜くことで凸部１５・１５が形成されている。凸部１５・１５は、屋根材６の馳
部６ａにはめることができる形状になっている。
　また、上面１１には、取り付けボルト３を通すことができる取り付けボルト挿通孔１１
ａがあいている。取り付けボルト３は、頭部３１とねじ部３２とを有する、汎用性の高い
六角ボルトである。
　残る一側面は壁面１３となっており、ここに締め付けボルト４が取り付けられる。また
、立面１２・１２は、さらに延出して折り曲げられ、折り曲げ面１４・１４を形成してい
る。
　本実施例の場合には、立面１２・１２において、くりぬき部分を介して凸部１５・１５
と相対する側に、立面切り欠き部１６・１６がそれぞれ形成されている。その形成位置は
、締め付けボルト４を組み合わせたときに、締め付けボルト４よりも下位である。
　上面１１において、壁面１３とは反対側が折り下げられて折り下げ面１８となっており
、上面１１との角部が切り欠かれて切り欠き部１９が形成されている。
　このような馳金具１ほどの強度が不要な場合には、馳金具１の形状を別な形状にしても
よい。たとえば、上面１１の左右端縁を折り下げた側面の一方を締め付けボルトを挿入す
る面にし、他方の下端縁を裏面側へ折り曲げて、馳部６ａにはめる凸部１５を形成する。
このように、本願の取り付け金具Ａは、固定部材の形状を限定するものではない。
【００３５】
　次に、係止金具２について説明する。係止金具２は、馳金具１の裏面側に組み合わせら
れる金具である。本実施例の場合には略Ｌ字状をしており、上面２１と側面２４とを有し
ている。上面２１の端縁は、中央部分を延出した突出部２２となっている。
　上面２１には、取り付けボルト３の頭部３１を保持することができる上面凹設部２５が
凹設されている。本実施例の場合には、上面凹設部２５は、上面側は略長方形の穴となっ
ており、長辺が取り付けボルト３の頭部３１の対角距離より長く、短辺が頭部３１の二面
幅よりも長く対角距離よりも短くなっている。そして、取り付けボルト３の頭部３１を保
持することができる保持部とを有している。
【００３６】
　その保持部とは、上面２１を折り下げてから対向する方向に折り曲げた略Ｌ字状の面を
有している。略Ｌ字状の二面は、上面２１から切り起こして形成されている。上面２１を
折り下げて形成された壁部分２５ａ・２５ａと、壁部分２５ａ・２５ａを折り曲げて、間
隔をあけて対向させた当接部分２５ｂ・２５ｂとから成っている。
　これらの当接部分２５ｂ・２５ｂに取り付けボルト３の頭部３１が載り、壁部分２５ａ
・２５ａによって左右方向のズレ止めが成される。
　上面凹設部２５の深さは、上面２１から当接部分２５ｂ・２５ｂの表面側までが、取り
付けボルト３の頭部３１の高さと同じか、頭部３１の高さよりも浅く設定されている。
　つまり、略長方形の穴と取り付けボルトの頭部３１の保持部とから成る上面凹設部２５
を形成するために、上面２１から切り離された、対向する切り口によって、取り付けボル
ト３の頭部３１の回転を止めることができる。
　本実施例の場合には、当接部分２５ｂ・２５ｂの端縁と端縁との間は、上方から取り付
けボルト３を通した場合に、ねじ部３２を通すことができる間隔があいている。
　これにより、上面凹設部２５にナットをはめ、上から取り付けボルト３を締め付けるこ
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ともできる。
【００３７】
　係止金具２の側面２４は、上面２１の一側を折り下げて形成された面となっている。側
面２４には、締め付けボルト４を挿入する位置に、締め付けボルト４を締め付けるための
固定具であるナット５をはめて保持することができる側面凹設部２６が形成されている。
　締め付けボルト４は、頭部４１とねじ部４２とを有する、汎用性の高い六角ボルトであ
る。そして、ナット５も、汎用性の高い六角ナットである。
　本実施例の場合には、側面凹設部２６は、表面側は略長方形の穴となっており、長辺が
締め付けボルト４を締め付けるためのナット５の対角距離より長く、短辺がナット５の二
面幅よりも長く対角距離よりも短い。
【００３８】
　さらに側面凹設部２６は、側面２４を切り起こして裏面側に折り曲げてから、さらに対
向する方向に折り曲げた略Ｌ字状の面を有している。略Ｌ字状の二面は、側面２４を裏面
側に折り曲げて形成された壁部分２６ａ・２６ａと、壁部分２６ａ・２６ａを折り曲げて
、間隔をあけて対向させた当接部分２６ｂ・２６ｂとから成っている。対向する当接部分
２６ｂ・２６ｂの端縁間は、締め付けボルト４のねじ部４２を通すことができる間隔があ
けられている。
　側面凹設部２６の深さは、側面２４から当接部分２６ｂ・２６ｂまでが、締め付けボル
ト４を締め付けるためのナット５の厚さと同じか、ナット５の厚さよりも浅く設定されて
いる。
　そして、側面２４から切り離して壁部分２６ａ・２６ａを設けるときに形成された、対
向する切り口によって、締め付けボルト４を締め付けるときのナット５が回転を止められ
る。
【００３９】
　本実施例の場合には、側面２４には、図３（ア）（イ）に示した通り、馳金具１の立面
切り欠き部１６・１６にはめられる第二突出部２３・２３が形成されている。
　尚、上面凹設部２５及び側面凹設部２６の形成は、本実施例以外の方法で行ってもよい
。たとえば、上面２１や側面２４をくぼませることで形成してもよい。
　これまで述べた各凹設部２ａ・２５・２６は、金属板の面から凹設されている。このた
め、切り口やくぼませた面によって固定具を確実に回り止め状態にできる。たとえば、上
面から立設させて回り止め面を形成した場合、その面は固定具を回転したときに倒れるこ
とがある。
【００４０】
　これまで述べた馳金具１と係止金具２による、取り付け金具Ａの形成方法について説明
する。これまで述べた馳金具１の裏面側に、係止金具２を組み合わせる。
　このとき、上面凹設部２５に取り付けボルト３の頭部３１を入れて、上面１１からねじ
部３２を突出させる。次に、係止金具２の突出部２２を馳金具１の切り欠き部１９にはめ
、上面１１の裏面側に係止金具２の上面２１を添わせる。
　続いて、側面凹設部２６にナット５をはめ、壁面１３の裏面側に側面２４を添わせ、第
二突出部２３・２３を立面切り欠き部１６・１６にはめる。ナット５には、締め付けボル
ト４を仮止めしておく。このようにして、取り付け金具Ａを成す。
　これまで述べた係止金具２は略Ｌ字状をしていて、突出部２２と第二突出部２３・２３
とによって馳金具１に係止されている。このため、１つの金具で取り付けボルト３と締め
付けボルト４を締め付けるためのナット５の回り止めの両方の機能を果たす。
　また、馳金具１に係止金具２を係止するのに、他の部材を用いて係止することなく、係
止解除が可能な状態に係止することもできる。
【００４１】
　図６により、取り付け金具Ａの施工状態について説明する。これまで述べた構成の取り
付け金具Ａを、屋根材６の馳部６ａに取り付ける。
　取り付け金具Ａの馳金具１の凸部１５・１５を、屋根材６の馳部６ａに引っ掛けながら
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、くりぬき部分を山部にかぶせる。
　その後、締め付けボルト４をナット５に締め付けることで、凸部１５・１５と締め付け
ボルト４は馳部６ａを締め付け、取り付け金具Ａが固定されるのである。
　このように固定された取り付け金具Ａの馳金具１の上面１１に、屋根上設置物を固定す
る。
【００４２】
　このとき、取り付けボルト３は、馳金具１の裏面側に形成されている係止金具２の上面
凹設部２５に保持されている。このため、図８の取り付け金具Ｃとは異なり、取り付けボ
ルト３の保持に手間がかからない。そして、上面１１との間に隙間をあけずに緑化パネル
等の屋根上設置物を安定して載せることができる。
　また、係止金具２は馳金具１に係止されていて、取り付けボルト３は上面凹設部２５に
保持されている。このため、図９の取り付け金具Ｄとは異なり、馳金具１の上面１１に設
置物を載せてナット５で締める際に、取り付けボルト３の保持に手間がかからない。
　さらに、取り付けボルト３は、その頭部３１が上面凹設部２５によって回り止めされる
ので、確実に締め付けて、屋根上設置物を安定して取り付けることができる。
　そのうえ、側面凹設部２６にナット５が保持されているため、締め付けボルト４を馳金
具１の締め付けボルト挿通孔１３ａから挿入して締め付けたときに、回り止め状態となっ
て、確実に屋根材６の馳部６ａに取り付けることができる。
【００４３】
　取り付けボルト３は、馳金具１の上面１１に取り付けられる屋根上設置物の高さに応じ
て交換することができる。
　たとえば、すでに組み合わせられた取り付けボルト３を外して、ねじ部３２の長い取り
付けボルト３にしたい場合、係止金具２を馳金具１から外す。そして、別の取り付けボル
ト３の頭部３１を上面凹設部２５にはめてから、再び係止金具２を馳金具１に係止すれば
よい。取り付けボルト３を上面凹設部２５に保持して、交換することができる。このよう
に、係止金具２によって、取り付けボルト３の保持と回り止めの機能が同時に、しかも容
易にできる。
　締め付けボルト４も、屋根材６の馳部６ａの形状によっては長さが足りないことがある
。ねじ部４２の長い締め付けボルト４に交換するときにも、容易に交換作業ができる。係
止金具２は馳金具１に係止されていて、側面凹設部２６にはナット５が保持されているた
め、締め付けボルト４が空回りしにくく、再び締め付けるときにも強固に締め付けること
ができる。
【００４４】
　他の実施例として、図示しないが、取り付け金具Ａを構成する馳金具１と係止金具２の
組み合わせ状態が図５とは異なる場合を説明する。
　たとえば、図４の馳金具１の切り欠き部１９と立面切り欠き部１６・１６とを無くす。
一方、係止金具２は、図３に示した突出部２２と第二突出部２３・２３とを無くす。
　その代わりに、馳金具１は、壁面１３において、締め付けボルト挿通孔１３ａよりも上
位に穴をあけておく。係止金具２にも、その穴に組み合わせて止着具を通すことができる
穴をあけておく。そして、その穴にボルトや軸ピン等の止着具を通して、馳金具１に係止
金具２を係止する。
　この実施例では、止着具を外すことで、係止金具２の係止を解除することが可能となる
。汎用性の高い止着具を使用することができ、馳金具１と係止金具２とに加工を施さない
ため板取りも無駄にならない。
【符号の説明】
【００４５】
Ａ　　　取り付け金具
Ａ１　　固定部材
１　　　馳金具
１１　　上面
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１１ａ　取り付けボルト挿通孔
１２　　立面
１３　　壁面
１３ａ　締め付けボルト挿通孔
１４　　折り曲げ面
１５　　凸部
１６　　立面切り欠き部
１８　　折り下げ面
１９　　切り欠き部
２　　　係止金具
２１　　上面
２２　　突出部
２３　　第二突出部
２４　　側面
２５　　上面凹設部 
２５ａ　壁部分
２５ｂ　当接部分
２６　　側面凹設部
２６ａ　壁部分
２６ｂ　当接部分
２７　　平面
２ａ　　凹設部
２ａ１　壁部分
２ａ２　当接部分
３　　　取り付けボルト
３１　　頭部
３２　　ねじ部
４　　　締め付けボルト
４２　　ねじ部
５　　　ナット
６　　　屋根材
６ａ　　馳部
Ｂ　　　取り付け金具
Ｂ１　　上面
Ｂ２　　立面
Ｂ３　　凸部
Ｃ　　　取り付け金具
Ｃ１　　上面
Ｄ　　　取り付け金具
Ｄ１　　挟着体
Ｄ２　　挟着体
Ｄ３　　支持溝
２’　　係止金具
Ｅ　　　止着具
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